ainugo onsei shiryo senshu : inbunhen : (05)-(10) chiisai shinyo by 田村 すず子
ポン カムイユカラ 
PON  KAMUYYUKAR 小さい神謡 ( 掛け合い歌、 口 くらべ ) 
コ ン ノ ン ヵ タ 
(10)@ KONRUKATA 氷の上で 
コキン 
Kokin 貝沢 こ きんⅡ 二 風合 )) 
コン ルカ タ ホンホ ロケ ウポ ハチリ。 
kom  ka ぬ ponhorkewpoh ゑ c Ⅰ   氷の上で小さな 狼の子が 
ころんだ。 
コン ルス フルクシ タ シネ ネク 。 
konru@nupur@kus@tas@ne@nek   2 氷がえらかからさ。 2)nupur スフル は 、 普 
通の人には見えないもの 
コン ルス フ㌦マ ス チュフ ルレ   が 見え、 わからないこと 
kom Ⅱ nupu て lm ㎝ u  cup  ㎡Ⅰe   3 氷がえ も いといっても 太 がわかり、 できないこと 
陽 がとかす。 ができる、 神のような カ
チュフ ス フ ルクシ タ ・ ンネ 不ク 0 ( 霊力、 超能力 ) を持っ 
cup@nupur@kus@tas@ne@nek   4 太陽がえらいからさ 0  ていることを 言 う 。     
taS . ‥ nek . ‥ タシ ．‥ ネク 
チユフ ス フル マ ス カシ       は 主張を表す係り 結びで 
cup  nupurm ㎝ ukaslnls ㎞s  5 太陽がえらいといっても あ る。 (. ‥ ( だ) ょ/ さ ) 。 
二 シス フ ルクシ タ ・ ンネネク 。 その上を雲が 通る。 3)manu72 会話の中では 特別の文脈 は、 日常 
nis@nupur@kus@tas@ne@nek   6 雲がえらいからさ。 の中で「．‥と 言われる、 
    と 言う」という 意味で 
二 シ メフ ル％ 2 オ ロ ワ アプトハチリ。 使われるだけであ る。
アプト ス フ㌦ クシタ シ   不ク   Ⅲ snupurmanuorowaaptoh 乙 cClr.7 雲がえ こから雨が落ちる。 ち いといってもそ 4)k [neる。クは 引と6,10,12 鼻音になって、 発音されてい 行 目 も同
apto@nupur@kus@tas@ne@nek ．  8 雨がえらけからさ。 様 。 
アプト スフたでヌ @ イ   オシマ   1l)hetukpa ヘトゥクパ 
apto@nupur@maim@toy@ka@osma ，    雨がえ 面に落っこちてしまう。 ちいといっても 地 は複数形。 生えることを る。 ホ がたくさん 言ってい 
トイ ヌフ ルクシ タ シネ ネク 。 
toy@nupur@kus@tas@ne@nek   10  地面がえものからさ。 
トィ スフル マヌ カシタニ ヘトゥクパ 。 
toynupurm ㎝ Ilukasl ぬ m hetukpa.I@  地面がえら・いといっても 
その上に木が 生える。 
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ニ ス フ ル クシ タ シ ネ ネク 。 
Ⅲ nupu て ・ kustasnenek   l2 木がえらいからさ。 
二ヌフ ル マヌ アイヌ トゥイ パ ワイサンバ。 
m@nupur@manu@aynu@tuypa@wa@isampa ・ 13 木がえ も 間に切られてしま いといっても 人 つ .
アイヌ スフ ル クシ タ シ ネ ネク 。 
aynu  nup ℡ kus ぬ snenek  l4 人間がえら い からさ。 
アイヌ スフル マ ス ライ フ オケ レバ 。 
aynu  nupu Ⅱ m 打lu  raa¥y  w oke 甲 a. l5  人間がえ も いといっても 死んでしま つ . 
オ ラオラウン 
ora@ oraun l6  そして 16) 「 ureun ル レウ ン 
  と 聞こえるが、 同じ 地 
アイヌ スフ          方の古老 方によ れ ば 
aynu@nupur@wa@kus@tas@ta l7 人間はえらいからこそ O 「 ao 「 a 皿 Ⅰ オ ラオ ラウ 
ンと 言っているはずだ 
ブッサ フ ツ サ イキ パ    プラウン とのことであ る。 
hussa@hussa@i   i kor@oraun l8  フ ッフッと 息を吹きかけると このあ とは 節 なしの 語 
りになる。 
シクヌパ * @ 『  17-19) 17 行日のtas 
siknupa@nek ，  19 生き返るのさ。 ta タシタ ( 強めの助詞 )
と 最後の nek ネクと 
で、 強めの係り結び。 
後日、 この録音テープを 聴いていた サダモ さんは、 「人間は死んだらどうやっても 生き返 
ることはないのだから、 息を吹きかけると 生き返ると答えたほうが 負けだ」と言っていた。 
[ 類歌 ] 同じ歌が門別 mr 郷土史研究会 [ 砂 流アイヌの歌謡 J( テープ、 門別 m 教育委員会所蔵 ) 
に 収録されている。 またこれとほとんど 同じものが「知里真志保著作集 2J(pp.25 ㌻ 254) に原
文対訳付きで、 [ 知里真志保著作集 lJ(pp.44 ㌃ 4 6) には訳文だけが、 採録されている。 そこ 
では、 偶数行の nupur ㎞s ぬ snenek( えらいからさ ) の代わりに nupurwa ㎞ sne- ㎡ne 
ne 「えらいからなんです ネ」となっており、 またこちらので 13 行目からあ との部分は、 そこ 
では人間がいちばん えち いということで 終結している。 
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